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令和３年３月大竹市議会定例会(第１回) 

一般質問及び総括質疑通告表 

 

１．                           １２番 児玉 朋也 議員 

                               質問方式：一問一答 

新入学 1年生にランドセル支給を検討してはどうでしょうか 

 令和 3年度就学援助制度のお知らせとして、大竹市では学用品費や学校給食費など、学校

にかかる費用の援助が対象者に行われることが案内されています。新入学児童生徒学用品費

等として小学生は 51,060円、中学生は 60,000円の援助費が支給されるようです。 

 入学時に必要とされる制服、体操服のほかに小学校入学時にはランドセルを準備する必要

があります。新入学児童生徒学用品費等の小学生 51,060円の援助費支給の中でランドセル

を購入するとしたら、約半分か、それ以上の額が必要になります。 

 「保護者の経済的負担の軽減」「入学のお祝い」の意味を込めて、支給を行っているとこ

ろがあるそうですが、大竹市として同じような意味合いで新入学 1年生にランドセル支給を

検討してはどうでしょうか。 

 

木造化への取り組み内容をお聞かせください 

 国の定めた「公共建築物における木材の利用促進に関する基本方針」は平成 29年に変更

が行われています。これに沿った形で、広島県は「広島県公共建築物等木材利用促進方針」

を平成 31年 4月に改正を行って、今まで以上に公共建築物への木造化を推進しやすい判断

基準の変更となっております。 

 市町の役割として、「木材の利用の促進に向けた措置の実施状況を定期的に把握し、木材

の利用の促進に向けた課題について分析を行った上で、公共建築物における木材の利用の促

進に向けた措置の実施状況を積極的に明らかにするよう努めるものとする。」とあります。 

 過去 5年間の大竹市が発注元の木造化対象の公共建築物において、ＲＣ（鉄筋コンクリー

ト）造なり、Ｓ（鉄骨）造、木造など最初に構造を立案していくのは、どのようにして行わ

れましたか。木材利用推進会議ではどのような協議・審議がされ、その協議内容の結果を企

画立案に反映した事例はありましたでしょうか。また、公共建築物を整備するにあたり企画

立案時点での検討や木造化への取り組み内容をお聞かせください。 

 

２．                           １６番 山本 孝三 議員 

                               質問形式 一問一答 

核兵器禁止条約の発効にあたり 

１月 22日、核兵器禁止条約が発効しました。 

平和首長会議加盟の大竹市として、また、市長としてこれからの取り組みをお示しくださ

い。 

 

老朽施設の点検・整備・更新について 

 大竹市をはじめ公共機関が管理する橋・道路などの点検・整備はどのように進められ、現

状を踏まえた整備・更新計画をお聞かせください。 
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交通安全対策について 

 歩行者の安全対策の具体的作業として道路標識等の更新が進められています。市内全域の

整備の現状、車両のスピード制限の見直し、標識の更新について伺います。 

  

３．                           １４番 日域 究 議員 

                               質問形式 一問一答 

１人１台のタブレットパソコンは、教育界の黒船になり得るか 

学校教育を推進する上でパソコンはすばらしく有能な道具です。子どもたちがその機能を

うまく生かせば学力レベルはさま変わりすると期待します。反面、個人間格差がさらに大き

く開くことを懸念する見方も。しかし、この際、年齢に沿って同じように学力が向上すると

いう日本独特の考えを改め、同年齢でも能力差があるという前提に立った新しい発想を取り

入れ、パソコンの力を最大限生かしませんか。他人との比較ではなく、どの児童生徒も着実

に学力が増していくことこそが大切。国がしないなら、大竹市教育委員会でやってみません

か。 

 

法務局の土地の公図の精度を高める具体的手法についての提案 

所有地の地番が公図に記載されていない場合、それは所有者の責任ですか。それがあり得

ないとすれば公図訂正の負担を所有者に押しつけるのは理不尽です。行政は公図の訂正を望

む地権者に対して、積極的に支援すべきだと思います。 

法務局に対して、地図訂正を申し出る場合、所有者が不動産登記規則に基づいて申請する

方法と、市が地方税法第 381条に基づいて申請する方法の 2つがありますが、どう違うと解

釈していますか。近隣地権者の同意がある場合などは、地方税法を使って市が申請する方が

簡単ではないでしょうか。 

 

４．                           ４番 小中 真樹雄 議員 

                               質問形式 一問一答 

中学生のオンライン学習開始について問う 

 新年度から１人１台配備済みの端末を自宅に持ち帰ってもらい、オンライン学習を開始す

ることにしているようですが、配備されてからの児童生徒の習熟度についてはどのように評

価されていますか。 

また、オンライン学習においては、教科学習など、どのような方向を目指していますか。

先行自治体においては、メールやチャットなどの機能制限の設定で使いにくいという声もあ

りますが、どのように対応されますか。 

 通信環境未整備の世帯にはＷｉ－Ｆｉルーターを貸し出し、契約料・通信料は保護者負担

としており、就学援助世帯については通信費を一部援助としています。一部とはどのくらい

でしょうか。全額援助することはできないでしょうか。 

 

ＩＣＴ支援員の配置について問う 

 端末の授業での活用を円滑にするため、ＩＣＴ支援員の配置が予定されていますが、端末
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が１人１台配備されてから教員の方は実際に使用してみてどのような不便、または課題を感

じておられますか。 

 また、何人をどのように配置しますか。常駐か、それともＡLＴのように巡回となります

か。さらに支援員も位置づけはどのようなものになりますか。 

 

５．                           ２番 藤川 和弘 議員 

                               質問方式：一問一答 

阿多田島「海の家あたた」について 

 施設利用者を増やすために、民間のノウハウを取り入れてはどうか。例えば、指定管理や、

将来的には民間売却を視野に入れてはいかがでしょうか。 

 


